
ふるさとの
 文化財探訪

第130回

文
化
財
防
火
デ
ー
の
パ
ト
ロ
ー
ル
　
文
化
財
調
査
委
員
　
坂
本
　
美
樹

　
今こ
ん
か
い回

は
、
文
化
財
調
査
員
が
先

月
行
っ
た
定
例
の
文
化
財
パ
ト

ロ
ー
ル
の
様
子
を
６
カ
所
ま
わ
っ

た
う
ち
の
東
飯
田
・
野
上
地
区
そ

れ
ぞ
れ
１
カ
所
ず
つ
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
イ
ツ
ザ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
と

こ
ろ
の
石
畳
を
確
認
に
竜
門
か
ら

山
道
へ
行
き
ま
し
た
。
川
沿
い
の

林
道
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
ひ
た
す
ら
登
っ
て
い
き
ま

す
。
途
中
分
か
れ
道
に
悩
み
つ
つ
藪
を
か
き
分
け
な

が
ら
、
時
折
現
れ
る
足
元
の
動
物
の
糞
と
い
う
罠
に

注
意
を
は
ら
い
つ
つ
、
歩
く
こ
と
40
分
。
枯
れ
葉
の

下
に
立
派
な
石
敷
き
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
山
の
中

に
突
然
現
れ
た
石
畳
、
そ
の
昔
往
還
だ
っ
た
の
が
わ

か
る
立
派
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
道
は
、
宝
八
幡
手

前
「
ゲ
バ
シ
ョ
」
と
い
う
所
ま
で
続
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
午
前
中
の
予
定
の
為
今
回
は
現
状

確
認
の
み
で
、
次
回
は
歩
け
る
範
囲
を
歩
き
、
目
視

で
き
る
範
囲
を
掃
除
し
、
概
ね
の
範
囲
を
新
た
に
現

状
記
録
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
ま
し
た
。
帰
り
の
山

中
左
折
し
、
通
称
「
城
ン
台
」
と
呼
ば
れ
る
松
木
城

跡
に
登
る
予
定
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
か
ら
で
は

時
間
的
も
厳
し
い
と
の
判
断
で
断
念
。
単
独
に
予
定

を
組
み
な
お
そ
う
と
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
野
上
地
区
は
楪つ
る（

鶴
）神
社
周
辺
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
２
１
０
号
線
野
上
交
差
点
よ
り

県
道
40
号
線
へ
曲
が
っ
た
す
ぐ
左
手
・
西
に
張
り
出

し
た
丘
陵
上
に
楪つ
る

神
社
は
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
楪つ
る

神

社
階
段
入
口
右
手
に
は
祠
が
あ
り
、
宝
冠
釈
迦
如
来

坐
像
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
慈
雲
寺
の
本

尊
仏
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
て
、
鎌

倉
時
代
末
期
頃
の
中
央
仏
師
（
京
都
方
面
）
の
作
と

言
わ
れ
て
ま
す
。
滑
ら
か
な
曲
線
が
美
し
い
観
音
様

で
す
。
階
段
入
口
左
側
に
は
通
り
ゆ
く
人
々
を
見
守

る
か
の
如
く
猿
田
彦
も
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
楪つ
る

神

社
の
裏
手
に
は
、
長
さ
1
ｍ
に
も
満
た
な
い
板
状
安

山
岩
製
の
石
棺
が
二
基
並
列
し
て
露
出
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
今
も
石
棺
の
一
部
が
露
出
し
て
い
ま
す
。

小
児
棺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
そ
の
ほ

か
に
も
こ
の
楪つ
る

神
社
一
帯
の
張
り
出
し
た
尾
根
の

崖
面
に
は
多
数
の
横
穴
群
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
目
的
は
、
ま
だ
奥
に
あ
る
楪つ
る

１
号
墳
で
す
。

１
９
７
６
年
高
圧
線
鉄
塔
工
事
に
伴
う
緊
急
発
掘
さ

れ
た
も
の
で
、
墳
丘
を
も
た
な
い
５
世
紀
代
の
石
棺

墓
で
石
棺
内
に
鉄
剣
・
鉄
族
・
刀
子
・
鉄
斧
・
竹
製

櫛
等
が
出
土
し
た
そ
う
で
す
。
石
棺
は
今
も
む
き
出

し
の
状
態
。
長
軸
１
８
０
㎝
・
幅
70
㎝
深
さ
60
㎝
の

凝
灰
岩
の
切
石
で
で
き
て
い
ま
す
。
体
積
土
な
ど
も

あ
り
、
さ
ら
に
小
さ
く
見
え
る
た
め
帯
同
し
て
い
る

調
査
員
か
ら
も
、
小
さ
い
な
あ
と
い
う
感
想
が
漏
れ

て
い
ま
し
た
。
鉄
剣
等
出
土
品
は
現
在
文
化
セ
ン

タ
ー
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
側
壁
や
蓋
石

の
内
面
・
粘
土
敷
床
面
に
は
朱
が
施
さ
れ
て
い
て
現

在
も
目
視
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
案
内
板

が
倒
れ
て
い
た
の
で
修
理
が
必
要
で
し
た
。
見
学
の

際
に
は
楪つ
る

神
社
裏
か
ら
は
危
険
で
す
か
ら
、
奥
の
集

落
側
か
ら
訪
問
く
だ
さ
い
。

　　

　九重町の小・中学校では、ここのえ学園基本計画に基づき、
９年間を見通した「九重町人権共通教材」を策定し、すべての
学校で同じ内容の人権学習に取り組んでいます。目的は、学年
や発達段階に応じて、人権に関する知的理解と人権感覚をバラ
ンスよく養うことで、「自分の人権を守り、他者の人権を守ろう
とする意識 ･ 意欲 ･ 態度」を育成することです。取り組みを始
めて１０年近くが経過しましたが、毎年見直しを行いながら、子
どもたちや社会の実情に応じた内容となるように工夫して取り組
んでいます。
　さて、学校で行われている人権教育は、「共通教材」の取組
だけではありません。今回は、小学校６年生の社会科のカリキュ
ラムにある「隣保館学習」についてご紹介します。

人権

No.342

　町内６つの小学校では、１学期に「わたしたちの願いと政
治のはたらき」という単元の中で、九重町隣保館について学
んでいます。実際に隣保館を訪問し、隣保館の役割やこれま
で身近で起きた人権問題とその解決に向けた取組、いじめ問
題などについて、職員の方からお話を聞きます。子どもたちは、
教えてもらったことについて話し合いを重ね、人権を大切にす
る住民の思いや行政の仕組みについて学びを深め、人権を
自分事として考えます。
　隣保館への訪問は、年に１回の計画ですが、今年度はさら
に学びを深めるために、２回訪問した学校もありました。隣保
館学習を通じて、子どもたちは幸せに生きるために大切なこと
を学んでいます。学習の成果は、１２月の「いのち・愛・人権フェ
スティバル」でも紹介されましたので、ご覧になった方もいらっ
しゃるかもしれません。学習後の感想の一部を紹介します。
・�差別をしない、相手のことを考えるなど、自分にできること
がたくさんあるなと思いました。
・�人権とはしあわせになる権利と教えてくれた時に、「そういう
ことなんだな」と思って心に残りました。
　「差別やいじめをなくすために　あなたは　何をしますか？」
隣保館の方からの子どもたちへの問いかけです。私にできる
ことは何だろう。私にもできることは何だろう。私だからできる
ことは何だろう。子どもたちと一緒に、私たち大人も、「幸せ
に生きる」ためにできることを考えたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育振興課）

隣保館学習～「幸せに生きる」ために
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新刊・新着図書案内　～ほんのり春の気配を感じるこの頃…図書館も春のイベント準備を始めています！～　

　ほんの森3月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

●����児童図書・コミック
　ぱんぱんでんしゃ　	 五味ヒロミ、わたなべあや
　おいしいぱんぱんでんしゃ　	 五味ヒロミ、わたなべあや
　まどからぴょこっ　　	 新井洋行
　いつでもトレーニング　	 鈴木まもる
　シロナガスクジラ　	 加藤秀弘、大片忠明
　トミカの迷路　　	 講談社
　おしりたんていかいとうＵのおとしもの　	 トロル
　頭がぐんぐんよくなる0歳音読がおー　	 山口謠司
　頭がよくなる0歳音読はくしょん　	 山口謠司
　幻獣＆妖怪タッグ最強王図鑑　	木下昌美、なんばきび、七海ルシア
　あの時こうしなければ…本当に危ない闇バイトの話　	廣末登、芳賀恒人
	 その他多数

●�一般図書
　新たな明日 助太刀稼業シリーズ完結巻(文庫)　	 佐伯泰英
　討ちて候 上下巻(文庫)　	 門田泰明
　奥傳夢千鳥 上下巻(文庫)　	 門田泰明
　天華の剣(文庫)　	 門田泰明
　ごんげん長屋つれづれ帖１～９巻(文庫)　	 金子成人
　仕舞屋侍１(文庫)　	 辻堂魁
　ミーツ・ザ・ワールド(文庫)　	 金原ひとみ
　女二人のニューギニア(文庫)　	 有吉佐和子
　任侠梵鐘　	 今野敏
　歪曲済アイラービュ　	 住野よる
　潮音 第1巻　	 宮本輝
　マザー　	 乃南アサ
　花咲町奇談　	 目代雄一
　雑草と恋愛　	 群ようこ

　そんなときには書店にどうぞ　	 瀬尾まいこ
　集中講義宮沢賢治　	 山下聖美
　人類最後の予言　	 マンフレッド・クラメス
　今日、誰のために生きる？(2)　	 ひすいこたろう
　ＮＨＫ3か月でマスターする江戸時代　	 野島博之、牧原成征
　近くも遠くもゆるり旅　	 益田ミリ
　るるぶ大分別府‘26　
　るるぶ熊本阿蘇天草‘26　
　るるぶ長崎‘26　
　るるぶ宮崎高千穂‘26
　るるぶ奄美屋久島種子島‘26
　昭和100年の100人　
　社会保障のトリセツ　	 山下慎一
　一気にわかる！池上彰の世界情勢(2025)　	 池上彰
　地方一揆　	 岩崎芳太郎
　財務省亡国論　	 髙橋洋一
　なぜか感じがいい人のかわいい言い方　	 山﨑拓巳
　４７都道府県・温泉百貨　	 山村順次
　あふれる「しんどい」をうけとめる　	 藤本志乃
　精神科医が教えるストレスフリー超大全　	 樺沢紫苑
　目の健康寿命　	 下内昭人
　あなたにもできるスピリチュアルケア　	 小澤竹俊、豊原亮子
　老化負債　	 伊藤裕
　ごま油さえあれば　	 沼津りえ　
　あすけん公式七日間で適量が身につくレシピ　	 道江美貴子
　あすけん公式ほぼ100円野菜で整うスープ　	あすけん、道江美貴子
　大人のユニクロコーデ　	 福田麻琴
　空き家は使える！戸建て賃貸テッパン投資法　	 宮崎俊樹
　数字じゃ野球はわからない　	 工藤公康
　	 その他多数

　昨年 12月、重要無形文化財保持者「人間国宝」を授与された岐部正芳さんは、九重町で「竹工芸」をされてきた方です。こ
の小さな町で高度な技術を研鑽し、長年努力されてきた岐部さんの受賞は、本当に喜ばしく、同じ九重町に住んでいることを誇り
に感じました。そんな素晴らしい栄誉に接し、今月は「ものづくり」コーナーをご紹介します。

　九重町図書館には「ものづくり」の本を集めている別置コーナー（棚）があります。本の背表
紙に青いシールがついているので目印にして下さい。
　「各種描画法」「DIY」「折り紙」「エコクラフト」「工芸」その他創作に関する本です。一
つの場所にあるのでわかりやすいと大変好評で、皆さんよく借りていかれます。お気軽に司書に
お尋ねください、すぐにご案内します。
　人間国宝の技術を真似るというのは当然無理ですが、ものづくりや創作は誰にでもできます。
うまくいかなくても「自分で」つくる達成感は他では味わえません。自分にあった本をぜひ探して
みてください。図書館へものづくりを始めるきっかけをみつけに来ませんか。

～皆さんのご来館をお待ちしています～

『ものづくり』をしてみませんか

　今月のボランティアグループは「チームそらまめくん」の皆さんでした。（３月８日）
来月は４月１２日（土）「スター」の皆さんです。
ボランティアの方が、参加してくれるおともだちにあわせて読み聞かせをしてくれます。
赤ちゃんから大人まで笑顔になりますよ。ぜひご家族でご参加ください。

●「おはなし会」 毎月第2土曜日（10時30分~11時）
2 月のおはなし会は
積雪のため中止と
しました。

『なにかと使える新聞紙！無料配布』 期間：4 月１日㈫～※なくなり次第終了
保存期間の過ぎた新聞紙を今年も無料配布いたします。（5 紙×1 年分）
●一束 1か月分●制限はありませんがたくさんの方にいきわたるようご配慮下さい。
●新聞紙の活用に、『折り方図案』あります。興味のある方はお声掛けください。

お知らせ

～春の読書週間イベント～
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大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·
面
接
相
談
】

■�

と
　
き　

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
４
月
８
日
㈫

　

            

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■�

と
　
き　

�

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■��

内
　
容　

　

�

①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・
売
買
、

金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳
死
宣
言

な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る
相

談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証

等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題
に
関

す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き
　
４
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■��

内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

　
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

　
精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
４
月
10
日
㈭ 

午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■��
内
　
容
　

　�
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
４
月
15
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■�

内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ
　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

年
金
相
談
日

■
と
　
き　
４
月
23
日
㈬

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場 

２
階
２
０
１
会
議
室

■�

そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
って
い
る

技
能
を一定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ

を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

■
申
請
書
受
付
期
間　

　
４
月
７
日
㈪
～
４
月
18
日
㈮

■
実
技
試
験
実
施
期
間

　
６
月
10
日
㈫
～
９
月
９
日
㈫

■
学
科
試
験
実
施
日

　�

７
月
13
日
㈰
、
８
月
24
日
㈰
、

　
８
月
31
日
㈰
、
９
月
７
日
㈰

■
技
能
検
定
実
施
職
種

　�
・
１・２
級
…
32
職
種
53
作
業

　
・
単
一
等
級
…
２
職
種
２
作
業

　
・
３
級
…
11
職
種
14
作
業

　
　
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
請
書
お
よ
び
受
験
案
内

　�

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
市
町
村
役
場

商
工
担
当
課
、
各
商
工
会
、
各
振
興
局
等

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
‐
５
４
２
‐
０
９
９
６
）

防
災
管
理
新
規
講
習

■
と
　
き
　
７
月
10
日
㈭

■
と
こ
ろ　
大
分
県
教
育
会
館（
大
分
市
）

■��

受
付
期
間
　
５
月
29
日
㈭
～
６
月
５
日
㈭

■
受
講
料　
７
千
円

■
定
　
員　
１
０
０
人
（
予
定
）

■
申
込
方
法　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み

　

�

受
講
申
込
書
に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み

　

�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
（
☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
６
２
７
４
‐
６
９
７
７
）

受
講
料
無
料
！
５
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
ビ
ル
管
理
技
術
科

　

�

電
気
設
備
技
術
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

講
習
・
企
業
実
習
付
き
）

　

�

も
の
づ
く
り
溶
接
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

講
習
付
き
）

■
募
集
期
間　

　
令
和
７
年
４
月
２
日
㈬
ま
で

■
訓
練
期
間　

試
験
・
講
習
会

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

令
和
７
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験

暮らしの情報　●
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●　暮らしの情報

な
も
の
は
？
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
講

演
会
で
す
。

■�

と
　
き　

���

４
月
20
日
㈰

　

�

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時（
受
付
午
後
１
時
～
）

■
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

■��

定
　
員　

　
２
５
０
名
予
定（
要
申
込
・
先
着
順
）

■
参
加
費　

�

無
料

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

�

電
話
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
申
込

可
能

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　
大
分
市
明
野
東
３
丁
目
４
番
１
号

　
（
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
６
８
８
８
）　

　
令
和
７
年
５
月
８
日
㈭
～
10
月
31
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

受
講
料
無
料
！
６
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
電
気
設
備
技
術
科
（
企
業
実
習
付
き
）

　
も
の
づ
く
り
溶
接
科

　
も
の
づ
く
り
ア
シ
ス
タ
ン
ト
科

■
募
集
期
間　

　

�

令
和
７
年
３
月
31
日
～

　
　
　
　
　
４
月
30
日
㈬
ま
で

■
訓
練
期
間　

　
令
和
７
年
６
月
３
日
㈫
～

　
　
　
　
　
11
月
28
日
㈮

■
そ
の
他　

　

�

４
月
１
日
㈫
、
４
月
15
日
㈫
、

　
４
月
28
日
㈪
に
説
明
会
実
施

　

�

４
月
８
日
㈫
、
４
月
22
日
㈫
に
見
学

会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

お
知
ら
せ

「
天
国
か
ら
の
手
紙
～

落
語
で
学
ぶ
相
続
・
遺
言
～
」

生
島
清
身
氏
講
演
会

　
看
取
り
や
葬
儀
と
い
う
現
実
問
題
に
触

れ
な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切

▲ＨＰ

▲申込フォーム

　住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険及び国民年金の資格の確認や、
選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続きです。忘れずに届出を行いましょう。

（正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、５万円以下の過料に処されることがあります。）

「正確な住所の届出」が必要です！
入学・就職・転職等による引っ越しで、住所を異動される方は、

◆住民票の異動届（転出届・転入届・転居届等）の手続き方法
◎他の市町村に転出・転入する場合

◎同一の市区町村内で転居する場合

マイナンバーカードをお持ちの方
《オンラインの届出（推奨）》 《窓口での届出》

【お問い合わせ】　住民課　☎０９７３－７６－３８０２

［転居した日から１４日以内に］
  窓口で転居届を提出する

［転入した日から１４日以内に］
  マイナンバーカードを提示の上
  転入届を提出する

［転出前に］
  転出証明書を添えて※２

　転入届を提出する

引越し前の
市区町村

引越し前の
市区町村

引越し先の
市区町村

引越し先の
市区町村

引越し先の
市区町村

［転出前に］
  マイナポータルを通じ
  オンラインで転出届を提出する

［転出前に］
  転出届を提出して
　転出証明書を受け取る※1

（窓口で行う必要がありません）

※１�マイナンバーカードをお持ちの方は、転出証明書の受取り
はありません。

※２�マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードを
提示してください。

※お手続きには暗証番号が必要になります。あらかじめお手元にご準備ください。
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九重町公式ホームページがリニューアルします！
　令和７年 4月に九重町公式ホームページをリニューアルします。デザイン変更のほか、トップページに手続きやくらし
に関する情報をまとめることで、知りたい情報によりアクセスしやすくなります。

お問い合わせ：情報デジタル推進課　☎ 0973-76-3874

リニューアル後のトップページのイメージ

新着情報を
お知らせします。

よく見られてい
る情報をトップ
ページにまとめ
ました。

広報ここのえ　2025.3月号広報ここのえ　2025.3月号 2222



　
「
刺
し
子
」
は
約
五
百
年
前
に
布
の
補
強
や
寒

さ
を
し
の
ぐ
た
め
の
暮
ら
し
の
知
恵
と
し
て
広

ま
っ
た
伝
統
手
芸
。
藍
色
の
布
に
白
い
糸
で
刺

す
手
法
が
主
流
。
手
づ
く
り
の
刺
し
子
の
鶴
が

春
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
リ
ズ

ム
感
溢
れ
る
抒
情
詩
で
す
ね
。

藍
染
の
刺
し
子
の
鶴
や
春
そ
こ
に　

  

竹
石　

末
子

春

記

歳

時

推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

「
ケ
セ
ラ
セ
ラ
」
は
一
般
的
に
は
、
な
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
意
味
で
和
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
上
五
に
持
っ
て
き

た
勇
気
に
脱
帽
で
す
。
棚
の
カ
エ
ル
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

ケ
セ
ラ
セ
ラ
棚
の
カ
エ
ル
は
春
の
顔

林　

香　

澄

母
か
ら
伝
授
の
返
し
縫
い
を
し
て
い
た
ら
、
亡
母
の
思
い
出

が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
虎
落
笛
は
激
し
い
風
が
柵
や
竹
垣
に

当
た
り
発
す
る
笛
の
よ
う
な
音
。
一
心
に
裁
縫
し
て
い
る
作

者
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

虎
落
笛
母
の
指
ぬ
き
返
し
縫
ひ

佐
藤
八
千
子

三
寒
四
温
は
、
三
日
く
ら
い
寒
さ
が
続
い
て
そ
の
後
温
か
く

な
る
こ
と
。
寒
さ
が
抜
け
る
と
外
に
出
て
、
つ
い
お
し
ゃ
べ

り
を
。
あ
る
あ
る
日
常
を
見
事
に
一
句
に
仕
立
て
ま
し
た
。

下
五
が
効
い
て
い
ま
す
。

三
寒
を
抜
け
て
四
温
の
多
弁
か
な

甲
斐
加
代
子

（
句
評
）
遠
か
っ
た
春
が
よ
う
や
く
で
す
。
春
を
待
つ
裁
縫
も
棚
の
カ
エ
ル
も
四
温
の
お
し
ゃ
べ
り

も
情
景
が
浮
か
び
ま
す
。
巻
頭
の
刺
し
子
の
鶴
も
春
を
待
ち
わ
び
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
温
か

い
春
の
句
が
そ
ろ
い
踏
み
で
す
。
さ
て
、
役
所
は
三
月
が
年
度
末
、
広
報
こ
こ
の
え
も
今
月
で
一

区
切
り
で
す
。
四
月
か
ら
の
ご
支
援
ご
愛
読
、
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
選
者
拝
）

（
後
記
）
一
年
間
の
ご
愛
顧
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
年
度
四
月
号
の
投
稿
締
切
は
、
三
月
二
五
日
で
す
。
郵
便
事
情

を
考
慮
さ
れ
早
め
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

赤
い
糸
十
年
越
し
に
花
咲
き
て        	

清　

子

蕾
待
つ
日
課
の
日
記
福
寿
草　
　
　

  　

	

ヤ
ス
コ

天
領
日
田
雛
を
愛
で
る
異
国
人 　

    	

ト
シ
子

望
遠
の
レ
ン
ズ
飛
び
出
す
野
焼
か
な    	

直　

人

春
障
子
指
で
遊
ん
だ
隅
の
傷　
　
　

    	

豊　

國

指
切
り
の
ぬ
く
も
り
さ
ら
う
春
の
風　
　

	

由
美
子

春
色
の
台
本
め
く
り
初
稽
古          	

春　

蘭

鉛
筆
の
音
微
か
な
り
大
試
験　
　
　
　
　

	

恵　

子

薄
氷
に
少
し
歪
み
し
月
映
る          	

干　

城

ひ
よ
ど
り
を
独
り
占
め
す
る
実
千
両  　

	

重　

吉

巡
り
来
て
飾
る
立
ち
雛
我
の
た
め      	
文　

子

東
風
吹
く
や
知
己
の
女
と
の
別
れ
の
日  	
左
世
美

休
耕
田
早
々
気
に
な
る
雨
水
か
な　
　
　

	

好　

美

淡
い
夢
見
も
し
な
く
な
る
姥
桜       	

チ
ズ
子

針
箱
を
持
ち
出
し
臨
む
二
月
尽        	

き
く
み

も
う
そ
こ
に
嬉
し
い
春
が
受
験
生     	

ス
エ
ノ

白
木
蓮
未
だ
う
ぶ
毛
の
空
を
突
き　

  　

	

則　

子

ど
か
雪
の
白
き
頭
巾
の
キ
ャ
ベ
ツ
か
な 	

桐　

友

早
春
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
気
持
よ
さ 	

良　

子

仁
丹
は
父
の
香
り
や
春
の
星　
　
　

 　

	

律　

子

春
ス
キ
ー
逃
げ
ゆ
く
季
節
追
い
か
け
て 	

次　

江

久
々
の
高
速
バ
ス
や
春
セ
ー
タ
ー　
　

  	

純　

子

つ
く
し
ん
ぼ
葉
っ
ぱ
の
陰
で
顔
を
出
す  	

玲　

子

春
待
た
ず
昭
和
の
女
旅
に
出
る　
　
　
　

	

紀
久
子

盲
目
の
花
の
香
り
の
道
し
る
べ　
　
　
　

	

千　

秋

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
五
席

　
二
十
五
席

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
「
て
・に
・
を
・
は
」を
考
え
る
②

Ｑ
助
詞
の
使
い
方
で
よ
く
も
悪
く
も
な
る
と
い
う
前
号
の
お
話
で
す
が
、
も
う
少
し
具
体
的
に
添
削
例
を

示
し
て
下
さ
い
。

Ａ
俳
句
は
短
い
か
ら
こ
そ
一
字
一
字
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
基
本
は「
て
に
を
は
」
に
あ
る
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
助
詞
に
使
い
方
で
良
く
も
な
り
悪
く
も
な
る
と
い
う
具
体
例
で
す
。

　
〈
火
伏
札
新
し
く
し
て
寒
厨
〉（
原
句
）〈
新
し
き
火
伏
の
札
や
寒
厨
〉（
添
削
後
）「
新
し
く
し
て
」の「
て
」

と
い
う
助
詞
は
「
～
し
て
～
」と
い
う
条
件
や
原
因
や
結
果
を
示
す
こ
と
が
多
い
の
で
、
な
る
べ
く
避
け
た
方
が

い
い
と
い
う
こ
と
。「
や
」の
切
れ
字
を
入
れ
る
こ
と
で
中
七
で
切
れ
意
味
も
広
が
り
ま
す
。〈
顔
ぶ
れ
は
い
つ

も
と
ち
が
ふ
蛇
苺
〉（
原
句
）〈
顔
ぶ
れ
の
い
つ
も
と
ち
が
ふ
蛇
苺
〉（
添
削
後
）「
は
」
と
い
う
助
詞
は
「
～
は
」

と
強
く
限
定
す
る
た
め
や
や
お
し
つ
け
が
し
く
響
き
ま
す
。「
の
」
に
変
え
る
と
リ
ズ
ム
カ
ル
に
な
り
、
や
わ
ら

か
な
印
象
に
な
り
ま
す
。（『
俳
句
の
作
り
方
』
石
寒
太
著
）
参
照
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出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

関
せ き や

谷　 優
ゆう

男 純
じゅん

野上住宅

おめでとうございます

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 住所 電話番号
3 月 20 日 三 池 循 環 器 科 内 科 ク リ ニ ッ ク 塚 脇 0973-72-6101

23 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 0973-72-0330
30 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167

4 月 6 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135
13 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121
20 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466
27 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127
29 日 北 山 田 ク リ ニ ッ ク 北山田 0973-73-2030

　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

3
月

号
令

和
7年

3月
17日

発
行（

通
巻

826号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111	
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

３
月
・
４
月
の
休
日
当
番
医 ★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
2 月1 日～ 2 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,256 人 （ - 2 1 ）
男 3,950 人 （ - 9 ）
女 4,306 人 （ - 1 2 ）

世帯 3,843 （ - 4 ）
（　）は前月からの増減

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

岩
い わ お

尾　 竜
りゅうじ

二 ４７ 寺 田
岩
いわした

下 シ
し づ か

ヅ カ ８９ 中 須
佐
さ と う

藤　 紀
のりあき

明 ７７ 重 原
菅
す が

家 二
ふ み お

三 夫 ８７ 岩 の 上
髙
たかくら

倉　 勲
くんぱち

八 ８５ 南 区
友
ともなり

成 サ
さ つ き

ツ キ ９４ 川 西 二
二
に た み ず

田 水 忠
た だ お

男 ６９ 引 治 一
原
は ら だ

田 智
ち え こ

惠 子 ８９ 北恵良一
吉
よしみつ

光　 昭
て る ま

眞 ８６ 桐 木 三
熊
くまがえ

谷 ミ
み よ こ

ヨ 子 ９６ 湯 坪 下
武
たけいし

石　 春
は る え

江 ９８ 串 野 下

 編 集 後 記
　早いものでもう３月となりました。年度
末は卒業や進学、就職など忙しくされて
いる方も多くいらっしゃると思います。毎
日やるべきことに追われていると１年が
あっという間に過ぎてしまいますが、初心
を忘れずに取り組んでいきたいですね。
　それから九重町公式 LINE の登録をよろ
しくお願いします。まずは登録者数 2,000
人を目指しています。ご家族、友人、近
所の方などへ広めていただけたらと思い
ます。                           　　  　 T.U

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

3 月生まれ

篠
しのはら

原 魁
かいせい

成 さん

（保護者：篠
しのはら

原龍
りゅうせい

成）
2歳井

いのうえ
上 報

し ら せ
瀬 さん

（保護者：井
いのうえ

上拓
た く や

也）
１歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

4月がお誕生日のお子さん
３月２８日（金）

5月がお誕生日のお子さん
４月２８日（月）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2025.2月末
町内地区別事故発生状況　※速報値

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 3
野 上 1 1 11 12
飯 田 34 34
南山田 25 25

計 1 1 73 74
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